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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　飲料原料を収容するカプセルの浸出のための浸出装置であって、
　メインフレーム（２；６０）と、
　第１のカプセル保持部品（５；６５）と、
　カプセルを少なくとも部分的に保持するための第２のカプセル保持部品（６；６６）で
あり、前記フレーム（２）内で前記第１のカプセル保持部品（５；６５）に対して移動で
きるとともに、ナックルジョイント機構（２３；７２，７５，７６）を備える閉塞機構（
２３，３１；６８）によって前記フレームに対して連結され、それにより、前記第１のカ
プセル保持部品と該第２のカプセル保持部品との間にカプセルを挿入できるように前記第
１のカプセル保持部品および該第２のカプセル保持部品が互いに離れる開位置と、前記第
１のカプセル保持部品および該第２のカプセル保持部品がカプセルの周囲で閉じられる閉
位置とから移動する、第２のカプセル保持部品（６；６６）と、
　レバーを形成し、前記閉塞機構によって前記第２のカプセル保持部品を開位置から閉位
置へ或いはその逆へ作動させる手動のハンドル（２１；６９）と、
を備える浸出装置において、
　前記閉塞機構（２３，３１；６８）が前記ハンドルに関連付けられ、前記ハンドルに連
結された更なる力伝達手段（３１；７１，７２）を備え、この更なる力伝達手段が、前記
ハンドルによって前記ナックルジョイント機構に対して加えられる力を減少させるように
なっており、もって、前記ハンドルが前記保持部品を前記閉位置に移動させる為に作動さ
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れるにつれて、前記力の減少が増大することを特徴とする、浸出装置。
【請求項２】
　前記更なる力伝達手段（３１；７１，７２）が、前記ハンドル（２１；６９）を前記ナ
ックルジョイント機構（２３；７２，７５，７６）に対して連結するように構成されてい
ることを特徴とする、請求項１に記載の浸出装置。
【請求項３】
　前記更なる力伝達手段（３１；７１，７２）が、閉塞中に前記ハンドル（２１）の力の
減少分を前記ナックルジョイント機構（２３）に対して加える２つのロッド（３４，３５
）から構成される対（３２，３３）を備えることを特徴とする、請求項２に記載の浸出装
置。
【請求項４】
　前記ナックルジョイント機構（２３）が２つのロッド（２６，２７）から構成される対
（２４，２５）を備え、前記ロッドの一端が前記第２のカプセル保持部品（６）に対して
接続され、前記ロッドの他端が前記更なる力伝達手段（３１）に対して接続されることを
特徴とする、請求項３に記載の浸出装置。
【請求項５】
　前記更なる力伝達手段（３１；７１，７２）は、一端が前記ハンドル（２１）に取り付
けられ且つ他端が前記ナックルジョイント機構（２３）に取り付けられる少なくとも一対
（３２，３３）の接続ロッド（３４，３５）から形成されることを特徴とする、請求項４
に記載の浸出装置。
【請求項６】
　前記更なる力伝達手段（３１）は、前記ハンドル（２１）が閉塞方向に作動されるとき
に少なくとも前記第２のカプセル保持部品（６；６６）の閉塞経路に対する前記ハンドル
（２１；６９）の角度を成す経路の比率を増大させるように前記ハンドル（２１）および
前記ナックルジョイント機構（２３）に関連して構成されることを特徴とする、請求項３
～５のいずれか一項に記載の浸出装置。
【請求項７】
　前記ハンドルの経路の少なくとも最後の４０度が、ナックルジョイント機構（２３）の
最後の約２０％または最後の２０％未満の経路を移動するために利用されることを特徴と
する、請求項６に記載の浸出装置。
【請求項８】
　前記更なる力伝達手段が、前記ハンドル（６９）によって与えられるトルクを前記第１
のカプセル保持部品（６５）に対する並進閉塞力へと変換することができるギヤ手段（７
１，７２）を備えることを特徴とする、請求項１に記載の浸出装置。
【請求項９】
　前記ギヤ手段が、非円形の横断面を有する一対のスプールギヤ（７１，７２）を備える
ことを特徴とする、請求項８に記載の浸出装置。
【請求項１０】
　前記スプールギヤ（７１，７２）の各々が長い横半径を有し、それぞれの横半径が互い
に約９０度で位置されることを特徴とする、請求項９に記載の浸出装置。
【請求項１１】
　前記ハンドル（２１）が前記フレーム（２）の上側に、特に軸（２２）に沿って、取り
付けられることを特徴とする、請求項１～７のいずれか一項に記載の浸出装置。
【請求項１２】
　前記ハンドル（２１）の長さが、前記第１のカプセル保持部品、前記第２のカプセル保
持部品（６）および前記ナックルジョイント機構（２３）によって形成されるアセンブリ
の閉塞位置で延在されるときの長さよりも短いことを特徴とする、請求項１１に記載の浸
出装置。
【請求項１３】
　前記第２のカプセル保持部品（６）が、前記フレーム（２）内で略直線方向にスライド
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するようになっていることを特徴とする、請求項１～１２のいずれか一項に記載の浸出装
置。
【請求項１４】
　前記第１のカプセル保持部品と前記第２のカプセル保持部品との間にカプセルを位置決
めするようになっている通路（１９）を更に備えることを特徴とする、請求項１３に記載
の浸出装置。
【請求項１５】
　閉塞前にカプセルを所定位置に保持するために前記第１のカプセル保持部品（６５）と
前記第２のカプセル保持部品（６６）との間にカプセルリテーニング手段（６７）が設け
られることを特徴とする、請求項１４に記載の浸出装置。
【請求項１６】
　請求項１～１５のいずれか一項に記載の浸出ユニットを有する浸出装置であって、
メインフレームと、
　前記第２のカプセル保持部品（６；６６）に対して接続され、前記部品内に水を注入す
るように構成される水供給手段（１１）と、
を備え、
　前記水供給手段が、前記第２のカプセル保持部品（６；６６）に接続され、前記フレー
ム（２）に対して相対的に固定される長さ補償チューブ部（３８）を備え、前記第１のカ
プセル保持部品（５；６５）に対して開閉されるとき、前記第２のカプセル保持部品が前
記補償チューブ部に対して移動できることを特徴とする、浸出装置。
【請求項１７】
　前記補償チューブ部（３８）は、前記第２のカプセル保持部品（６；６６）が開位置へ
移動するにつれてそれ自体が前記第２のカプセル保持部品（６；６６）内に少なくとも部
分的に挿入するように前記第２のカプセル保持部品（６；６６）に対して相対的に装着さ
れることを特徴とする、請求項１６に記載の浸出装置。
【請求項１８】
　前記補償チューブ部（３８）は、前記第２のカプセル保持部品（６；６６）がその開位
置へ向けて移動するにつれて前記第２のカプセル保持部品（６；６６）の通路（４０）内
で少なくとも部分的にスライドすることを特徴とする、請求項１７に記載の浸出装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般に、例えばカプセルの容積内に導入される熱い加圧水などの液体と相互
作用するときに飲料または液体食料品を生成できる原料を収容するカプセルを扱うように
なっている、飲料または液体食料品の浸出装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特にコーヒーメーカーの分野では、飲料原料を収容するカプセルが浸出装置内に挿入さ
れる機械が幅広く開発されてきた。浸出装置がカプセルの周囲で緊密に閉じられ、カプセ
ルの第１の面で水が注入されることにより、カプセルの閉じられた容積内で飲料が生成さ
れ、飲料をカプセルの第２の面から排出してカップやグラスなどの容器内に集めることが
できる。
【０００３】
　浸出装置は、「新しい」カプセルの挿入および廃棄カプセルの除去を容易にするように
開発されてきた。
【０００４】
　ＷＯ２００５／００４６８３は、
　フレームと、
　カプセルのための固定保持部品と、
　フレームに対してスライド可能に装着される可動保持部品と、
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　再開放時に作用し且つ内部浸出圧によって生み出される対抗力に抵抗しつつカプセルの
周囲で保持部品を安定した液密態様で閉塞できる機械的システムを与えるナックルジョイ
ント機構と、
　ナックルジョイント機構を直接に動かすためのハンドルと、
　を備える浸出装置に関するものである。
【０００５】
　かかる装置は、フレーム内の通路を通じた垂直落下によるカプセルの挿入と、挿入方向
と同じ方向での廃棄カプセルの除去とを可能にする簡単なアセンブリを与える。
【０００６】
　そのような装置は使用が容易で信頼できるが、依然として幾つかの不都合がある。特に
、当該装置は、レバーによって閉塞することが比較的困難である場合があり、および／ま
たは、十分にコンパクトでない場合がある。コンパクト性は、装置の適切な機能のために
必要な幾つかの技術的要因および制約によって決まる。閉塞に際しては、ユーザによりレ
バーに対して及ぼされる手動力からナックルジョイント機構を閉塞するに足る力を伝える
ために、比較的長いレバーが必要とされる。手動力はナックルジョイント機構の閉塞力の
設定によって決まり、前記閉塞力は、流体密な耐圧システムを形成するためにカプセルの
周囲に及ぼされる締め付け力によって決まる。したがって、手動力が依然として許容でき
る状態を保つべく、レバーアームは、ナックルジョイント機構に対して必要なトルクを及
ぼすように増大されなければならない。また、装置の後側にレバーを位置決めするレバー
の長さが必要であり、これはあまり最適ではない。なぜなら、ユーザが機械の前面から比
較的離れたポイントから自分の腕を延ばしてレバーを把持しなければならないとともに、
装置を閉じるために大きな円弧を描かなければならないからである。利用できる空間は、
装置のそのような構造を収容するため或いは機械の快適な動作を行なうために十分でない
場合がある（特に、狭いキッチン）。
【０００７】
　特定のシステムにおいては、閉塞力も、カプセルの側面を穿孔できるに足るものでなけ
ればならない。例えば、閉塞後にカプセル内への注入流体の導入を可能にするため、閉塞
中にカプセルの挿入側が穿孔される。カプセルを穿孔するために必要な力は、ゆったりと
した形態ではなく、ぎっしり詰まった形態で原料がカプセル内にある場合に比較的重要と
なり得る。カプセルを形成する材料も、装置の所要閉塞力に対して影響を及ぼす。したが
って、カプセル、特にぎっしりと詰まった物質を収容するカプセルを穿孔するために必要
な力の増大は、ハンドルに対する大きな作用を許容できないレベルでユーザに課す。その
ため、カプセルの周囲での装置の閉塞中にカプセルを正確に穿孔するために必要な力を与
えつつ、ハンドルに対する作用を減少させる必要がある。
【０００８】
　また、既知の装置は、閉塞／開放サイクル中に可動保持部品の移動を補償できるに足る
十分な長さおよび柔軟性を有している必要があるウォーターラインに連結される。したが
って、ウォーターラインの延在は、水流中断または流量制御の問題を引き起こす可能性が
あるラインの圧搾または屈曲を避けるため、フレームの比較的大きな内容積を必要とする
。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　前記問題に鑑みて、本発明の目的は、幾つかの想定し得る実施形態によれば、同じレバ
ーアームにおいて比較的少ない手動閉塞力を必要とし、あるいは、浸出部品をカプセルの
周囲において安定した方法で閉塞するために同じ力に関して小さいレバーアームを必要と
する装置を提供することである。
【００１０】
　閉塞の容易性に影響を与えることなく且つ依然としてユーザが許容できる手動作用のレ
ベルで、カプセルに対して高い閉塞力を与えることにより、穿孔しおよび／または十分に
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緊密なシール係合を装置内で行なう装置が必要である。
【００１１】
　また、技術的制約に影響を与えない、特に比較的高い閉塞力を必要としない、単純で且
つ低コストな装置が必要である。
【００１２】
　既存の浸出装置の閉塞効率および信頼性を維持しつつ、特に、流体密な耐圧閉塞を行な
いつつ、よりコンパクトな構造で形成され得る装置が必要である。
【００１３】
　これらの目的は、独立請求項の特徴によって達成される。従属請求項は、本発明の中心
思想を更に発展させるものである。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　したがって、本発明の第１の態様は、飲料原料を収容するカプセルの浸出のための浸出
装置であって、
　メインフレームと、
　第１のカプセル保持部品と、
　カプセルを少なくとも部分的に保持するための第２のカプセル保持部品であって、前記
フレーム内で前記第１のカプセル保持部品に対して移動できるとともに、ナックルジョイ
ント手段を備える閉塞機構によって前記フレームに対して連結され、それにより、前記２
つの部品間にカプセルを挿入できるように前記２つの部品が互いに離れる開位置と、前記
第１および第２の保持部品がカプセルの周囲で閉じられる閉位置とから移動する、第２の
カプセル保持部品と、
　レバー手段を形成し、前記閉塞機構によって前記第２の保持部品を開位置から閉位置へ
或いはその逆へ作動させるようになっているハンドルと、
　を備える浸出装置において、
　前記閉塞機構が前記ハンドルに関連付けられる更なる力伝達手段を備え、この更なる力
伝達手段は、前記ハンドルによって前記ナックルジョイント手段に対して加えられる力を
減少させるようになっているとともに、カプセルに関して前記保持部品を閉じるために必
要とされる力の増大を補償することを特徴とする浸出装置に関する。
【００１５】
　第１の形態において、力伝達手段は、ナックルジョイント手段に対するハンドルの力を
減少させるようになっている更なる力レバーを備える。
【００１６】
　この構成は、よりコンパクトな設計のための機会を与える。同じレバーアームにおいて
必要とされる力が少ないため、手動ハンドルを短くすることができるとともに、より効果
的に且つ都合の良い様態で手動ハンドルを位置させることができる。
【００１７】
　想定し得る形態において、ナックルジョイント手段は、第１の端部が移動可能な保持部
品に対して連結され且つ他端がフレームに対して回転可能に取り付けられる、少なくとも
一対のロッドから構成され、好ましくは、平行に配置される２対のロッドから構成される
。また、前記少なくとも一対のロッドの第２の端部は、ハンドルに対して直接に回転可能
に連結されるのではなく、力伝達手段に対しても回転可能に連結される。結果として、レ
バーの角度を成す経路における角度単位（すなわち、１度のΔＡ）は、作用を、ハンドル
の角度を成す経路の初めよりもハンドルの角度を成す経路の終わり（すなわち、ナックル
ジョイント手段の「ハードポイント」を乗り越えなければならない場所）の方で小さいナ
ックルジョイント手段の変位へと変換する。これにより、ハードポイントが乗り越えられ
るときにハンドルに関与する手動作用が小さくなり、したがって、所定のトルクの既存の
システムと比べて、レバーアームを減少させる機会が与えられる。
【００１８】
　１つの形態において、ハンドルは、フレームに固定される後側伝達点の比較的上側の前
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方位置に配置される。この構成は、力伝達手段を介した作用の適切な伝達においてより有
効であると同時に、コンパクトな浸出構造に関与することが分かった。確かに、力伝達手
段は、ナックルジョイント手段とハンドルとの間においてナックルジョイント手段のほぼ
上側で延びており、したがって、力減少により、非常に多くの更なる空間を要することな
くナックルジョイント手段に作用する。ハンドルは、動作中に小さい円弧形状の経路を描
くとともに、ユーザが近づき易くなる。
【００１９】
　また、ハンドルは、フレームの上側に対して関節結合されることが好ましい。これも、
関与する力の有効性および装置の人間工学に関係する。
【００２０】
　また、ハンドルは、閉塞位置で延在する際、その長さを第２の保持部品およびナックル
ジョイント手段によって形成されるアセンブリの長さより短くすることもできる。特に、
ハンドルは、大人のユーザによる装置の閉塞の容易性を害することなく、アセンブリの長
さよりも短くすることができる。例えば、ハンドルを２５％以上短くすることができる。
【００２１】
　例えば、力伝達手段は、ハンドルの経路の少なくとも最後の５０％が、約２０％または
それ未満、より好ましくは少なくとも１０％未満のナックルジョイント手段の経路移動に
利用されるように、ハンドルおよびナックルジョイント手段に関連して構成される。
【００２２】
　これにより、ナックルジョイント手段の経路は、ロッド手段の回転端部の２つの軸を通
過する中心線に対して膝ポイントにより移動される横断または「垂直」距離として決定さ
れる。
【００２３】
　好ましくは、本発明の浸出装置は、カプセルの容易な挿入および除去または取り出しを
行なうことができるように方向付けられる。このため、第２の保持部品は、フレーム内で
略水平方向にスライドするようになっている。また、装置は、２つの保持部品間でカプセ
ルを垂直に落下させるようになっている通路を更に備えることができる。したがって、カ
プセルの挿入は、マネーボックスと同様の形態で行なうことができる。閉塞前にカプセル
を所定の位置に保持するため、２つの保持部品間にカプセルリテーニング手段も設けられ
る。これらのリテーニング手段は、ＷＯ２００５／００４６８３に記載される解決策と同
一であってもよい。
【００２４】
　本発明の他の好ましい実施形態において、飲料原料を収容するカプセルの浸出のための
浸出ユニットは、フレームと、浸出中にカプセルを少なくとも部分的に封入するための第
１および第２のカプセル保持部材とを備える。第１の保持部材は、開位置と閉位置との間
でフレームに沿って第２の保持部材に対して移動できる。２つの位置間で第１の保持部材
を作動させるために作動部材を備える閉塞機構が設けられる。閉塞機構は、作動部材によ
って与えられるトルクを第１の保持部材に対する並進閉塞力へと変換することができるギ
ヤ手段を備える。
【００２５】
　好ましくは、ギヤ手段は、回転中に伝達比が次第に変化するようになっており、したが
って、穿孔するために必要とされる力の増大を補償することができおよび／または保持部
品によってカプセルを緊密に封入することができる。
【００２６】
　ギヤ手段は、非円形の横断面を有する一対のスプールギヤを備えることができる。特に
、各スプールギヤが長い横半径を有し、それぞれの横半径が互いに噛み合う関係を成して
互いに約９０度で位置される。
【００２７】
　作動部材は、ハンドルであることが好ましく、あるいは、駆動シャフトを有するモータ
であってもよい。本発明の他の利点は、確かに、電動式浸出装置のためのモータによって
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及ぼされる作用を減少させる機会を与えることができることであり、したがって、モータ
コストおよび／またはエネルギ消費がかなり節約される。
【００２８】
　本発明の他の態様において、飲料原料を収容するカプセルの浸出のための浸出装置は、
　メインフレームと、
　第１のカプセル保持部品と、
　カプセルを少なくとも部分的に保持し、前記第１のカプセル保持部品に対して移動でき
る第２のカプセル保持部品と、
　前記第２の保持部品に対して接続され、前記部品内に水を注入するように構成される水
供給手段と、
　を備え、
　前記水供給手段が、前記フレームに対して固定される長さ補償チューブ部を備え、前記
第２の保持部品が前記長さ補償チューブ部に対して移動できることを特徴とする。
【００２９】
　したがって、装置の閉位置から開位置への保持部の相対的な移動を補償するために必要
な水供給手段の長さ補償チューブ部は、比較的静的な形態を保つようになっている。水供
給手段のそのような形態により、装置の開放中にチューブの移動を吸収するために必要な
容積を排除することができる。また、チューブの長さがかなり減少されてもよい。水チュ
ーブは、浸出状態（圧力、流量、温度…）に影響を及ぼす場合がある繰り返し屈曲または
捩れなどの機械的応力を殆ど受けず、したがって、その寿命が向上される。
【００３０】
　特に、長さ補償チューブ部は、第２の保持部品が開位置へ移動するにつれてそれ自体が
前記第２の保持部品内に少なくとも部分的に挿入するように前記第２の保持部品に対して
装着される。長さ補償チューブ部は、前記カプセル保持部品がその開位置へ向けて移動す
るにつれて前記カプセル保持部品の通路内で少なくなくとも部分的にスライドすることが
できる。通路は、保持部品の一部であり或いは保持部品に接続される中空金属チューブか
ら形成することができ、また、チューブ自体の一部に作用する機械的応力を減少させつつ
スライド係合状態でチューブの一部を案内することができる。想定し得る形態において、
補償チューブ部の一部は、保持部品が開かれるときに保持部品からカプセルを取り出すの
を助けるために保持部品の内側で移動する。本発明の更なる利点、特徴、および、目的は
、同封の図面の図と関連する本発明の好ましい実施形態の以下の詳細な説明から明らかと
なる。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】本発明の第１の形態に係る飲料製造機のための浸出装置を斜視的に示している。
【図２】図１の浸出装置の縦断面図を示している。
【図３】開位置における図１および図２の浸出装置を斜視的に示している。
【図４】開位置におけるフレームを伴わない浸出装置の簡略化された斜視図を示している
。
【図５】図４の側面図である。
【図６】中間位置における浸出装置の簡略化された斜視図を示している。
【図７】図６の側面図である。
【図８】閉位置における浸出装置の簡略化された斜視図を示している。
【図９】図８の側面図である。
【図１０】固定された補償チューブ手段を備える本発明の変形例の断面図を示している。
【図１１】内部にカプセルを挿入するための開位置における本発明の他の実施形態に係る
浸出装置の斜視図を示している。
【図１２】側壁が取り除かれた図１１の実施形態を斜視図で示している。
【図１３】閉位置における図１１の浸出装置の側壁が取り除かれた状態の斜視図を示して
いる。
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【図１４】図１１の浸出装置の正中垂直面に沿う側面図を示している。
【図１５】閉位置における図１１の浸出装置の正中垂直面に沿う側面図を示している。
【図１６】図１２～図１５の実施形態のギヤ手段の可変伝達比の概略図を示している。
【発明を実施するための形態】
【００３２】
　添付図面を詳しく参照する前に、明確にするため、以下の定義を与える。
【００３３】
　用語「飲料」は、飲用液体および（これに限定されないが）スープ等の液体食料品の両
方を包含する。
【００３４】
　用語「カプセル」は、乾燥、液体、固体または他の形態で飲料原料を封入する任意の容
器である。カプセルは、硬質外皮または軟質外皮を有することができる。カプセルは、同
じ材料または異なる材料から形成することができる。カプセルは、密閉シールすることが
でき（例えば、アルミニウム本体および膜）或いは密閉シールすることができない（例え
ば、部分的に或いは全体的に多孔質）。
【００３５】
　用語「浸出」および「浸出装置」とはそれぞれ、圧力抽出、混合、溶解、注入など、液
体と原料との間の全ての種類の相互作用、および、浸出プロセスを行なうためにカプセル
を扱うことができる飲料機の一部としての技術的モジュールのことである。
【００３６】
　浸出装置の空間的関係は、本発明の範囲から逸脱することなく変えることもできる。特
に、浸出装置が水平配置で描かれ且つ理解を容易にするため「前方向」および「後方向」
に言及するが、他の空間的形態、すなわち、垂直または斜めの形態で装置を配置すること
ができる。
【００３７】
　図１および図２は、本発明の浸出装置またはモジュールの第１の実施形態の概略図を示
している。
【００３８】
　カプセル用の浸出装置は、様々な飲料製造機内、特にコーヒーメーカー内に組み込むこ
とができる。浸出装置は、供給源に接続され且つ（例えば、サーモブロック、ボイラまた
は他のタイプのヒータに接続されるポンプから供給される）加圧水を必要とするだけで済
む独立したモジュールを構成することができる。
【００３９】
　本発明の浸出装置１は、アルミニウム、ステンレススチール、銅、または、硬質プラス
チック、あるいは、これらの組み合わせ等の耐久材料から一般に形成されるメインフレー
ム２を備える。フレームは、飲料供給出口３によって装置の前方に延びるとともに、略管
状形態のハウジング４によって装置の後方に延びている。したがって、フレームは、正中
水平面Iに沿って略水平に延びる。供給出口は、飲料を収集し且つそれを方向Ａで下方へ
供給するように構成される内部チャネルを含む。
【００４０】
　また、装置は、カプセル保持部、すなわち、第１の或いは前側保持部５および後側保持
部６のそれぞれを更に備え、両方の保持部は、浸出プロセス中に互いに協働してカプセル
を所定位置に保持する。また、保持部５，６は、カプセルの水注入側で筐体を形成するよ
うに構成され、それにより、筐体に入る水がカプセル内で原料と相互作用することができ
る。筐体は、保持部の周縁７に沿って流体密であることが好ましい。この場合、流体密性
は、カプセルの縁に当接し且つカプセルを前側保持部の縁へ向けて押圧する後側保持部６
の十分な力によって得られる。適切なシールのため、ジョイント８を、後側保持部６に設
けることができ、あるいは、係属中の欧州特許出願第０４０２５３２０．５に記載される
ようにカプセル自体の一部として設けることができる。
【００４１】
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　後側保持部は、十分な圧力が筐体の内側に形成されたときにカプセルの膜を裂く或いは
穿刺する突出要素を有するプレートであってもよい。飲料は、プレート自体におよび／ま
たはプレートの表面および／または側面に行なわれた穴およびチャネルを通じて排出させ
ることができる。例えば、カプセルの供給側を予め開放してプレートのフィルタによって
飲料を濾過するなど、他の浸出原理も可能である。
【００４２】
　前側保持部５はフレームに固定されることが好ましく、例えば、前側保持部は、供給出
口３とハウジウング４との間に形成される稜線９に挿入固定される。
【００４３】
　後側保持部６は、内部キャビティ１０を有する籠の形状を成しており、内部キャビティ
１０は、カプセルの本体を取り囲むとともに、キャビティ内に水を注入するようになって
いる、したがって、キャビティと共に流体密な筐体を形成するカプセル内に水を注入する
ようになっている水供給手段１１と関連付けられる。キャビティ１０の底部には、カプセ
ルを開放して加圧水がカプセル内に入ることができるようにするためのブレード等の穿孔
要素１２が収容されている。水注入口１３によって、側面または底部など、任意のポイン
トでキャビティ内に水を注入することができる。水供給手段は、ヒータから注入口へと水
を輸送するためのチューブ手段１４と、装置内の圧力を制御して逆流を避けるための背圧
弁１５と、シールされたコネクタ１６とを更に含んでいる。
【００４４】
　後側保持部６は、フレーム２内で移動でき、カプセルを２つの保持部５，６間に挿入で
きるようにする開位置からカプセルを浸出するための閉位置へと動くことができる。保持
部は、必ずしも完全に直線状とは限らない開位置から閉位置への閉経路に沿って移動でき
る。当該経路は完全に直線状でないことが好ましい。特に、閉経路は、前側保持部の中心
を通過する中心線Ｏに対して僅かにオフセットされる第１の部分を有する。閉経路は、中
心線Ｏに沿って中心付けられる第２の部分を有する。閉経路の単なる直線移動の変化は、
中心を外れた挿入の位置から浸出位置へカプセルを移動するための機能を有する。カプセ
ルは、保持部の閉塞中に押し進めることができるリテーニング手段によって事前位置に保
持される。保持部品が再び開かれると、リテーニング手段によってもはや保持されないカ
プセルは、重力によって落下できる。カプセルの挿入・事前位置決めのそのような形態は
、ＷＯ２００５／００４６８３Ａ１において既に十分に詳しく説明されており、その内容
は、少なくとも閉塞中にカプセルを保持するための解決策の説明に関して（すなわち、２
頁３６行目～７頁２６行目）、本明細書本文の一部である。
【００４５】
　閉塞経路で保持部を案内するため、保持部は、例えば、外側へ突出し且つハウジングの
側面に沿って設けられる長手方向に向けられた溝１８に沿って案内されるサイドピン１７
を含む。溝には第１（後側）および第２（前側）の部分が形成されており、第１の部分は
、装置の閉状態で保持部の中心線に対して僅かにオフセットされる。
【００４６】
　図３からも明らかなように、フレームには、カプセルを受けるようになっている上側通
路１９が設けられている。通路１９の輪郭は、正しい挿入側で受けられるカプセルの形状
に適合させることができる。図２において明らかなように、フレームは、浸出プロセスが
終わり且つ後側保持部が再び開かれるときに廃棄カプセルを廃棄するための下側通路２０
も備えている。既に述べたように、後側保持部が再び開かれると、カプセルがカプセルリ
テーニング手段によってもはや保持されないため、カプセルは重力によって落下する。
【００４７】
　ここで、本発明の中心的思想を構成する浸出装置の運動学的閉塞配置について図４～図
９に関連して説明する。
【００４８】
　まず第一に、浸出装置はハンドル２１によって手動で閉じられるようになっており、ハ
ンドル２１は、装置の上側に位置されるとともに、フレームの上側に固定される軸２２に
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沿って回転可能に関節結合される。
【００４９】
　後側保持部は、それ自体知られるナックルジョイント機構２３に対して関連付けられる
。そのような機構は、保持部６を移動させることができるとともに、その折り畳み位置に
対して僅かに反転された角度形態を成す機構の伸長に対応する「ハードポイント」が乗り
越えられたときに保持部を「膝」効果によって所定位置に確実にロックすることができる
。このため、この機構は、ロッド２６，２７から構成される２つの対２４，２５を備える
ことが好ましい。２つの対は、ねじれ作用に対する高い抵抗を与えるために保持部の両側
に平行に配置される。第１または前側ロッド２６は、前端軸２８で後側保持部６側に取り
付けられるとともに、他端が自由枢軸２９でナックルジョイント機構の第２または後側ロ
ッド２７に対して取り付けられる。このとき、第２の後側ロッド２７は、その構造および
機能が以下で説明される力伝達手段に対して後端軸３０により取り付けられる。つまり、
２つのロッド２６，２７は、浸出装置の閉塞中に前軸および後軸２８，３０が離間される
ときに垂直および水平に移動できる能力を有する自由枢軸２９に沿って取り付けられる。
なお、前軸および後軸２８，３０はいずれもそれぞれフレームにガイドされて連結される
が、枢軸２９はそのようになっていない。前軸２８は、側溝１８内でサイドピン１７によ
って突出する。後軸３０は、保持部が前側保持部へ向けて前方へ押し進められるときにフ
レームに対して動かず反力を受けることができる。
【００５０】
　図２から明らかなように、製造公差を補償でき且つその閉塞力を正確に制御できるよう
に、ナックル手段の力制御システムが設けられる。このため、２つのロッド２６，２７が
接続軸５０／楕円体５１によって取り付けられる。楕円体５１内における軸５０の位置を
制御して、ナックル機構を閉じるために必要な力を調整するため、ニードル５３が設けら
れる。ニードル５３の位置は、相補的なネジ５４に沿って長手方向に調整可能であるとと
もに、スクリュードライバまたはスパナによって移動させることができる。浸出装置の使
用中にニードルがねじって外れないように、コイル５２を更に設けることができる。そう
しなければ、浸出装置の閉塞力に影響が及ぶ。本発明によれば、ハンドルは、ナックルジ
ョイント機構２３の後軸３０に対して直接に関節結合されないが、中間力伝達手段３１に
対して連結される。中間力伝達手段３１の機能は、ハンドルからの力を減少させてナック
ルジョイント機構に伝えることである。この機構は、ハンドルおよびナックルジョイント
機構の各側に対してそれぞれ接続されるロッド３４，３５から構成される少なくとも２つ
の第２の対３２，３３から形成される。ロッドの各対は、上側自由枢軸３６を介してハン
ドルに連結される上側ロッド３４と、中間自由枢軸３７を介して上側ロッドに連結され且
つ例えば約１１０～１３０度の特定の固定角でナックルジョイント機構２３に対して連結
固定される更に短い下側ロッド３５とを備える。
【００５１】
　したがって、開位置（図４～５）から閉方向（図７～８および最終的に図８～９）へ向
かうハンドル２１の回動により、伝達手段３１が中間枢軸３７で折り畳まれ、そのため、
手段３１の折り畳み角度Ａが減少するにつれて増大する力が、ナックルジョイント機構へ
伝えられる。その結果、図７の中間位置と閉位置との間の「ハードポイント」を通過する
ために力伝達手段によってナックル機構に対して及ぼされる力は、閉操作の初め（すなわ
ち、図５の開位置と図７の中間位置との間）の力よりも高い。また、比較的、開「Ｖ」形
状から逆「Ｖ」形状（図９）へと通過するときの閉塞プロセスの最後におけるナックルジ
ョイント機構の垂直変位Δｄ２は、開位置から中間位置（図７）への変位Δｄ１よりもか
なり小さい。変位Δｄ２は、それ自体、依然として比較的重要なハンドルの動作角度範囲
Ａ２（図７）に沿って作用する。したがって、ナックルジョイント機構の変位（あるいは
、保持部の相対的な変位と同等の様態で）に対するハンドルの回転角の比率ΔＡ／Δｄは
、ハンドルが閉位置へ向けて下方に作動されるにつれて増大する傾向がある。
【００５２】
　無論、力伝達手段は、その形態が異なってもよいが同じ力減少機能（すなわち、同じ主
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効果）を及ぼす等価な手段と置き換えることができる。
【００５３】
　図１０は、本発明の他の態様に関する浸出装置の変形例を示している。改良点は、カプ
セルの浸出装置への水供給手段にある。水供給手段１１は、フレームに対して移動できな
い長さ補償チューブ部３８を備え、一方、後側保持部６は、開閉中に前側保持部品に対し
て移動する。長さ補償チューブ部は、例えば、直線形態で好ましくは後方へ延びるチュー
ブの部分である。チューブは柔軟または半硬質であってもよいが、その剛性は、保持部６
が開かれる（すなわち、後方へ移動される）間にチューブ自体を保持部６内に挿入できる
ように決定されるべきであり、装置の開口を塞がないようにあまり硬くすべきではない。
【００５４】
　チューブ３８の前端３９の部分は、保持部６内にスライド可能に装着することができる
。特に、保持部は、硬質スリーブ状のフレアー部などの管状通路４０を含むことができる
。通路内における前端３９の接続は液密であるがスライド接続であり、したがって、Ｏリ
ングなど、通路の内部に挿入される１つ以上のシール要素４１が必要となる。
【００５５】
　チューブの補償部の後端４２は、必要に応じてチューブの方向を変える機能を有する変
向接続部４９に対して取り付け固定することができる。この場合、チューブ３８の補償部
は、ウォーターヒータからの流体を導く上流側流体供給チューブ４３を受けるための注入
口４２と補償チューブ手段の後側取り付け端部を受けるための出口４４とを有する硬質な
中空ケーシングであってもよい。当該ケーシングは、必要に応じて、普通は水供給手段の
更に下流側、すなわち、浸出キャビティの直前に設けられる通常の背圧弁４５を取り囲む
ことができる。ケーシングを介した適切な流体密接続を確保するため、適切なシール要素
４６，４７、取付具４８が設けられる。
【００５６】
　後側保持部６が後方へ移動されると、その後端４２が固定されるがその前端３９が自由
なチューブの補償部は、それ自体が通路内に挿入し、最終的に浸出キャビティ１０内に挿
入する。保持部の前端は、その耐久性を向上させるため、プラスチック、金属、および／
または、繊維で補強することができる。保持部全体をこれらの材料で形成し或いは補強す
ることもできる。前端は、水供給用の通路とシール係合した状態で所定位置に後退すると
きにシール作用を径方向で高めるために僅かに拡径させることもできる。
【００５７】
　チューブ３８の補償部の前端３９は、浸出装置の再開放中に保持部品６が後方へ移動さ
れるときに、保持部品６の内部キャビティ１０の内側に突出することができる。したがっ
て、チューブの補償部は、カプセルをキャビティから除去するのに役立つことができる。
保持部品６が後方へ移動されるときに、カプセルが依然として穿孔要素１２と係合してい
る場合があり、それにより、カプセルがキャビティ内に留まったままとなる場合がある。
そのため、チューブの補償部は、保持部品が後方へスライドしているときにカプセルを押
し出して穿孔要素から外れるようにすることができる。
【００５８】
　ここで、本発明の他の可能な形態を図１１～図１６に関連して説明する。
【００５９】
　装置は、左側フレーム部分６１と、右側フレーム部分６２と、上側フレーム部分６３（
例えば、安定性のため）と、前側飲料出口部分６４とから構成されることができるメイン
フレーム６０を備えている。
【００６０】
　フレームは、完全なプラスチックまたは金属或いはプラスチックと金属との組み合わせ
によって製造することができる。前記部分は、射出部品または押出部品から形成すること
ができる。
【００６１】
　図１１～図１３における装置は、２つの保持部材、すなわち、装置内にカプセル９を挿
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入できるようにするための図１２の開位置で離間関係を成して位置される第１および第２
の保持部材６５，６６をそれぞれ備えている。
【００６２】
　本発明の態様によれば、カプセルを受けてカプセルの下降を案内するとともにカプセル
を浸出装置内で事前位置に保持するために、カプセルリテーニング部材６７が保持部材間
の開放隙間内に設けられる。リテーニング部材６７は、浸出装置の閉塞中にカプセルを保
持し且つ浸出装置の再開放中にカプセルの取り出しを可能にするようになっている。
【００６３】
　浸出装置内のカプセルを保持して取り出すための原理の詳細な説明は、本出願と同じ日
に出願された“Ｂｒｅｗｉｎｇ　ｄｅｖｉｃｅ　ｗｉｔｈ　ａ　ｃａｐｓｕｌｅ　ｈｏｌ
ｄｅｒ　ｆｏｒ　ｆａｃｉｌｉｔａｔｉｎｇ　ｉｎｓｅｒｔｉｏｎ　ａｎｄ　ｒｅｍｏｖ
ａｌ　ｏｆ　ｃａｐｓｕｌｅ”と題される同時係属の欧州特許出願において与えられる。
【００６４】
　開示された実施形態では、第１の保持部材がフレームに沿ってスライド可能に装着され
る。すなわち、２つの側部６５，６６が略長手方向正中軸Iに沿って往復動できる。第２
の保持部材６６は、移動できない位置すなわち固定位置でフレーム内に配置される。した
がって、カプセル６７の周囲で保持部材６５，６６を閉塞するため、第１の保持部材６５
は、それが図１３の閉位置で第２の保持部材との流体密な係合を形成できる位置に至るま
で、第２の保持部材６６へ近づくように押し進められる。
【００６５】
　本発明の一態様によれば、浸出装置は、作動部材６９と、作動部材６９によって及ぼさ
れる或いは作動部材６９に対して及ぼされる力を第１の保持部材へ伝える力伝達手段７０
とを備える閉塞機構６８を有する。作動部材６９は手動レバーであってもよい。レバーは
、ユーザによって加えられるトルクを力伝達手段６８に対して直接に伝える。力伝達手段
は、レバーのトルクを並進力に変えて保持部材６５へ伝えるように構成されるスプールギ
ヤ手段を備える。
【００６６】
　特に、スプールギヤ手段７０は一対のギヤ７１，７２から構成され、これらのギヤは、
互いに噛み合うとともに、フレームに対して、すなわち、フレームの左側および右側部分
６１，６２に対して回転可能に、後軸７３および前軸７４に対して接続される。後側ギヤ
７１は、レバーのトルクを受け且つ前側ギヤすなわちスレーブギヤ７２を回転させるマス
ターギヤを形成する。前側ギヤ７２は、当該前側ギヤに対して横断して装着され且つ前側
ギヤの軸心７４からオフセットされる枢支点７６で、ロッド手段７５に対して接続される
。ロッド手段７５は、前記枢支点７６を介して前側ギヤ７２に対しおよび前側枢支点７７
を介して第１の保持部材６５に対してそれぞれ接続される一対のサイドロッドであっても
よい。レバーにおける角度を成す経路、例えば約９０度の経路の結果として、ギヤが回転
駆動され、それにより、並進力がロッド手段７５を介して第１の保持部材６５に対して伝
えられる。ロッド手段および前側ギヤは、枢支点７６で折り畳まるナックルジョイント手
段を形成する。また、好ましい形態によれば、スプールギヤ手段は、可変伝達比を与える
ようになっている。伝達比は、図１６に示されるように、マスターギヤの入口速度とスレ
ーブギヤの出口速度との間の比率を表わす。伝達比は、ピッチ点での半径の比率（ｒ１／
ｒ２）によって直接に与えられる。本発明によれば、半径の比率ｒ１／ｒ２は、ギヤ手段
の角度を成す経路中に次第に変化し、結果としてレバーの角度を成す経路中にも次第に変
化し、したがって、スレーブギヤに対して可変出口速度が与えられ、これは、可変並進閉
塞速度として第１の保持部材に伝えられる。
【００６７】
　好ましくは、スプールギヤは、伝達比が次第に増大する出力トルクおよび逆に減少する
回転出力速度を与えるように設計される。この増大する出力トルクは、増大する並進力を
第１の保持部材に対して伝え、また、逆に、第２の保持部材へ向けた第１の保持部材の閉
塞の速度の減少を伝える。
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　したがって、より高い閉塞力が最も望ましい場合には、すなわち、閉塞動作の最後で、
より高い閉塞力が供給される。レバーに及ぼされる入力を著しく変えることなく、出力の
変更も得られ、したがって、装置の手動閉塞が容易になる。
【００６９】
　このため、閉塞方向（図１６の方向Ａ）へ向けた閉塞機構の角度を成す経路中、マスタ
－ギヤの（互いに噛み合う点での）半径ｒ１が更に小さくなるとともに、スレーブギヤの
（互いに噛み合う点での）半径ｒ２が更に大きくなる。回転は、閉塞動作の初めにｒ１が
ｒ２よりも大きくなり且つ閉塞動作の終わりにｒ１がｒ２よりも小さくなるように行なわ
れる。
【００７０】
　例えば、伝達比ｒ１／ｒ２が５：１から１：５へと変化し得る。
【００７１】
　可変伝達比を得るため、ギヤは、長い縦軸と短い横軸とを有する非円形横断面を有する
ことができる。
【００７２】
　例えば、ギヤは楕円形の横断面を有する。このため、各スプールギヤは長い横半径を有
する。したがって、スプールギヤのそれぞれの長い横半径は、互いに約９０度で位置され
る。
【００７３】
　図１４および図１５は、装置の開状態および閉状態をそれぞれ示している。開状態では
、レバー６９がほぼ直立姿勢で位置されるとともに、第１の保持部材６５が第２の（固定
）保持部材６６から離間される。マスターギヤの半径ｒ１は最大であり、一方、スレーブ
ギヤの半径ｒ２は最小である。ギヤの少なくとも一方、例えばスレーブギヤは、枢支点間
の距離を短くし且つよりコンパクトな構造を有するため、その小さい寸法の領域に内方湾
曲部を備えていてもよい。装置を閉塞するためにレバーが下側へ作動されると、伝達比が
変化し、次第に増大する力および閉塞速度の減少が保持部材で引き起こされる。レバーの
角度を成す経路の最後（図１５）で、すなわち、９０度の角度経路で、ギヤ手段の伝達比
が逆にされて、力が最大となり、そのため、速度が最小になる。
【００７４】
　浸出装置は、第１の保持部材の内面からカプセルを引き離すための取り出し力を加える
パンチの形態を成す取り出し補助手段７８を更に備える。カプセルは、例えば穿孔要素が
カプセルと係合されることにより、表面に付着されたまま留まることができる。したがっ
て、取り出し補助手段７８は、保持部材が再び開くときに取り出し補助手段が取り出し力
を加えるようにするべく、カプセルの周囲での保持部材の開放と連係される。このため、
取り出し補助手段はギヤ手段によって案内される。取り出し補助手段のパンチは、スレー
ブギヤが直接に係合する後端を有しており、ギヤによって押されて並進する。
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